i-Construction対応・電子納品システム「キャルスマネージャ」
割引キャンペーンを１２月末まで実施
　ソフトウェア開発の株式会社ワイズ（本社：長野市　代表取締役社長　福澤直樹）は、電子納品システム「キャルスマネージャ７．０」リリースに伴う割引キャンペーンを、１２月３１日まで実施する。
　同システムは、施工計画書、打合せ簿、台帳、図面などの電子納品ファイルを整理し、電子納品提出データを作成するソフトウェア。画面に表示される指示に沿って作業を進めるだけで、電子納品の提出データの作成が可能。
　９月にリリースした新バージョンでは、３月に改定された国土交通省の新要領・基準に対応すると共に、i-Constructionの電子納品にも対応。フォルダの自動作成から提出データ作成時のファイル名の更新まで、ソフトが自動で行う。
本体価格は９，８００円。割引キャンペーンでは、現ユーザー向けに本体バージョンアップ料が５％引きになる。価格はすべて税込・１ライセンスあたり。
同システムは全国で５０万ユーザーの同社の施工管理システム「Quick　Project」シリーズにラインナップされ、新規ユーザーはインストール後１年間フル機能を無料で利用可能。
資料請求等の問い合わせは、(株)ワイズ（〇二六―二六六―〇七一〇）　　担当　山本まで。
